
【問題】

地代の供託ができるのはいくつある？
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　借地権者にとって地代の未払いは借地契約の解除になっ
てしまいかねない重要な問題です。ですので、いかなる時
も地主に対して地代を納め続けなければなりません。しか
し、＜Ⅰ．債権者不明＞地主が誰か分からなくなった時や
＜Ⅱ．受領拒否・受領不能＞地主が地代を受け取ら（れ）
ない時には、地主にではなく供託所（法務局内）に地代を
納め、地代を支払ったことにできるのです。逆に言うと、
先述 2 パターン以外の時には供託所に地代を納めることは
できません。それぞれ解答を見ていきましょう。
　①：地主は明け渡して欲しいと言っているだけで、地代
を受け取らないとは言っていません。ですので、この状態
のまま供託をすることはできません。ただし、訴訟に発展
した場合には地代を供託することができます。
　②：最も勘違いがおきやすいケースです。これも供託で
きません。供託できる場合は、「地代を○○万円まで上げ
て欲しい。○○万円未満の地代なら受け取らない」となっ
た場合です。あくまで、受領拒否をされなければ地代増額
請求がされようとも供託をすることはできません。ちなみ
にこのような場合には、従前の地代を供託所に供託すれば
よいとされています。
　③これも上記同様、地主は建替えに拒否を示していても、
地代の受領に拒否は示していませんから、供託をすること
はできません。
　④もうお分かりですね。地主に相続が発生してしまって、
誰が真正な地主か分からない場合には、地代を供託するこ
とができます。相続人が子供二人であることが明らかだか
ら中のいいお兄ちゃんに支払っておけばいいというのはト
ラブルのもとです。もしかしたら妹が底地を相続するかも
しれませんからね。トラブルが予見される場合には供託も
ひとつの手段として検討すべきでしょう。
　⑤お付き合いありがとうございました。これ以上記述す
る必要はありませんね。
　ということで供託ができるのは④の一つだけが正解とな
ります。ちなみに、供託要件が無いにも関わらず供託し続
けても、地代は支払っていないということになるので、十
分に注意が必要です。

　平成 25 年 2 月 19 日弊社の本社近くにある東京の老舗蕎麦屋『かんだやぶそば』の木造店舗が半焼
しました。都の歴史的建造物で明治 13 年の創業以来、広く愛されていただけに非常に残念です。
今回はオマージュとして『やぶそば』についての豆知識です。
　『藪』の屋号をもつ蕎麦屋の特徴としては、醤油の味がつよい濃いめのそばつゆであるということ、
蕎麦の実を甘皮がついたまま挽いたそば粉を用いて打った薄緑色のそばであるということがあります。
かんだやぶそばの起こりは団子坂藪蕎麦というお店を堀田七兵衛が譲り受けたことから始まります。
団子坂あたりは竹やぶが多かったので、いつしか『やぶそば』となったとか。明治の頃の『やぶそば』
はとても広い敷地を有し、1600 坪もあったようです。
　また『藪』とならび三大屋号と言われる『砂場』『更科』とつく蕎麦屋さんを見かけることも多いの
ではないでしょうか。簡易に違いをまとめると以下のようになります。違いを意識して蕎麦屋さんを
選んでみるのも面白いかもしれませんね。
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やぶそばの由来

ソコダイ

フェイスブックもやってます！
「サンセイランディック底地くん」
　　　　　　　　　　　で検索！
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① 地主から借地を明け渡してほしいと言われている

② 地主が地代の値上げ請求をしてきた

③ 地主が建替え承諾に応じてくれない

④ 地主に相続が発生してもめている様子

⑤ 地主に会いたくない。顔も見たくない。

底地くんしゃくちん

屋号

藪

砂場

更科

由来 麺の色 つゆ
竹やぶの茂った広い庭があったからとも、『薮下』
と呼ばれる場所にあったからともいわれる

大坂城築城に際しての資材置き場のひとつ『砂場』
によるものとされる
蕎麦産地である信州『更』級の行商人が保『科』
家の勧めで蕎麦屋を始めたためとされる

濃いめ

甘め
濃いめ

甘め

黒っぽい・薄緑色

中間

白（精製度高め）


